
(57)【要約】

【課題】　再作業が容易であって、設計マージンを確保

することができる表示装置を提供する。

【解決手段】スイッチング素子を各々含む複数の画素と

、前記スイッチング素子に連結されている第１及び第２

表示信号線とを各々含む第１及び第２表示部と、前記第

１表示部の一辺に付着されている第１結合部と、前記第

２表示部の一辺に付着されている第２結合部と、前記第

１結合部の一部及び前記第２結合部の一部が付着されて

いる可撓性印刷回路基板とを含む。このような方式で、

液晶表示装置全体の横及び縦の大きさを減少させ、補助

フレキシブル印刷回路基板を必要としないため原価を節

減することができる。また、フレキシブル印刷回路基板

に不良がある場合、表示部からフレキシブル回路基板を

外して表示部を再び利用することができるので材料を節

約することができる。

【選択図】　　図３

JP 2006-178383 A 2006.7.6



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 表 示 部 及 び 第 ２ 表 示 部 と 、
　 前 記 第 １ 表 示 部 の 一 辺 に 付 着 さ れ て い る 第 １ 結 合 部 と 、
　 前 記 第 ２ 表 示 部 の 一 辺 に 付 着 さ れ て い る 第 ２ 結 合 部 と 、
　 前 記 第 １ 結 合 部 の 一 辺 及 び 前 記 第 ２ 結 合 部 の 一 辺 に 付 着 し て い る フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路
基 板 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 は 、 内 部 に 切 開 さ れ た 所 定 領 域 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 結 合 部 は 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 の 前 記 所 定 領 域 の 一 部 に 付 着 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 表 示 部 は 前 記 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 の 前 記 所 定 領 域 に 位 置 し て い る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 表 示 部 及 び 第 ２ 表 示 部 は 、
　 行 方 向 に 延 長 し 、 ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る 第 １ 表 示 信 号 線 と 、
　 列 方 向 に 延 長 し 、 デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 第 ２ 表 示 信 号 線 と 、
　 前 記 第 １ 表 示 信 号 線 及 び 前 記 第 ２ 表 示 信 号 線 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ 素
子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の 画 素 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ゲ ー ト 信 号 を 生 成 し て 前 記 第 １ 表 示 信 号 線 に 印 加 す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 前 記 デ ー タ 信 号 を 生 成 し て 前 記 第 ２ 表 示 信 号 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 と 、
　 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 表 示 部 と 前 記 第 ２ 表 示 部 と を 駆 動 す る 駆 動 回 路 チ ッ プ を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 駆 動 回 路 チ ッ プ は 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 及 び 前 記 デ ー タ 駆 動 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 駆 動 回 路 チ ッ プ は 、 前 記 第 １ 表 示 部 に 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７
に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 多 結 晶 シ リ コ ン で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 非 晶 質 シ リ コ ン で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 は 、 前 記 第 １ 表 示 部 及 び 前 記 第 ２ 表 示 部 に 所 定 の 電 源 を
各 々 供 給 す る 第 １ 電 源 生 成 部 及 び 第 ２ 電 源 生 成 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 重 く て 大 き い 陰 極 線 管 （ CRT） の 代 替 品 と し て 有 機 発 光 表 示 装 置 （ OELD） 、 プ ラ
ズ マ 表 示 装 置 （ PDP） 、 液 晶 表 示 装 置 （ LCD） の よ う な 平 板 表 示 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。
　 プ ラ ズ マ 表 示 装 置 （ PDP)は 、 気 体 放 電 に よ り プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ 、 こ の プ ラ ズ マ を 利 用
し て 文 字 や 映 像 を 表 示 す る 装 置 で あ る 。 有 機 発 光 表 示 装 置 （ OELD)は 、 特 定 有 機 物 ま た は
高 分 子 な ど の 電 界 発 光 を 利 用 し て 文 字 ま た は 映 像 を 表 示 す る 。 液 晶 表 示 装 置 (LCD)は 二 枚
の 表 示 板 の 間 に 介 在 し て い る 液 晶 層 に 電 場 を 印 加 し 、 こ の 電 場 の 強 さ を 調 節 し て 液 晶 層 を
通 過 す る 光 の 透 過 率 を 調 節 す る こ と に よ っ て 所 望 の 画 像 を 得 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 表 示 装 置 は 中 型 や 小 型 の 表 示 装 置 に 用 い ら れ て お り 、 特 に 携 帯 電 話 の よ う に
外 部 と 内 部 と に 各 々 表 示 部 を 有 し て い る 、 い わ ゆ る “ デ ュ ア ル 液 晶 表 示 装 置 ” が 活 発 に 開
発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な デ ュ ア ル 表 示 装 置 は 、 内 部 に 装 着 さ れ る 主 表 示 部 と 、 外 部 に 装 着 さ れ る 副 表
示 部 と 、 外 部 か ら の 入 力 信 号 を 伝 達 す る 配 線 を 含 む 駆 動 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 と 、 主
表 示 部 と 副 表 示 部 と の 間 に 位 置 し た 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 と 、 こ れ ら を 制 御 す る
た め の 統 合 チ ッ プ と 含 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 統 合 チ ッ プ は 主 表 示 部 と 副 表 示 部 と を 制 御 す る た め の 信 号 及 び 駆 動 信 号 を 生 成 し 、 主 に
主 表 示 部 に COG（ chip on glass） 形 態 で 装 着 さ れ て い る 。
　 こ の 時 、 デ ュ ア ル 表 示 装 置 は 主 表 示 部 の 上 側 に は 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 が 付 着
さ れ て お り 、 こ の 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 に は 副 表 示 部 が 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、
主 表 示 部 の 下 側 に は 駆 動 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 が 付 着 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 は 配 線 間 の 幅 に 相 当 す る ピ ッ チ が ５ ０ μ
ｍ 以 下 で 非 常 に 稠 密 で あ る た め 、 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 自 体 の 不 良 検 出 に は 限 界
が あ る 。 そ の た め 、 主 表 示 部 と 副 表 示 部 と を 付 着 し た 後 に 初 め て 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回
路 基 板 が 不 良 で あ る か 否 か が 分 か る 。 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 が 不 良 で あ る と 判 断
し た 場 合 、 一 度 付 着 し た 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 を 外 し て 再 作 業 す る こ と は 難 し い
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 副 表 示 部 に 信 号 を 伝 達 す る た め の 配 線 を 副 表 示 部 の 両 側 に 配 置 す る が 、 こ れ は 主
表 示 部 を 設 計 す る に あ た り 影 響 を 及 ぼ し て 制 約 と な っ て し ま う 場 合 が あ る 。
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る 。 具 体 的 に は 、 補 助 フ
レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 が 不 良 で あ る 場 合 で も 再 作 業 が 容 易 で あ り 、 主 表 示 部 の 設 計 マ ー
ジ ン を 確 保 す る こ と が で き る 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 発 明 １ は 、 第 １ 表 示 部 及 び 第 ２ 表 示 部 と 、 前 記 第 １ 表 示 部
の 一 辺 に 付 着 さ れ て い る 第 １ 結 合 部 と 、 前 記 第 ２ 表 示 部 の 一 辺 に 付 着 さ れ て い る 第 ２ 結 合
部 と 、 前 記 第 １ 結 合 部 の 一 辺 及 び 前 記 第 ２ 結 合 部 の 一 辺 に 付 着 し て い る フ レ キ シ ブ ル 印 刷
回 路 基 板 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 表 示 装 置 全 体 の 横 及 び 縦 の 大 き さ を 減 ら し 、 か つ 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回
路 基 板 を 必 要 と し な い た め 原 価 を 節 約 す る こ と が で き る 。 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 に 不
良 が あ る 場 合 、 主 表 示 部 及 び 副 表 示 部 か ら フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 を 外 し 、 主 表 示 部 及
び 副 表 示 部 は 再 び 利 用 す る こ と が で き 、 材 料 を 節 約 す る こ と が で き る 。 ま た 、 副 表 示 部 に
信 号 を 伝 達 す る た め の 配 線 を 主 表 示 部 の 両 側 に 配 置 し な く て よ い 。 従 っ て 、 表 示 装 置 全 体
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の 横 方 向 の 大 き さ も 減 ら す こ と が で き 、 設 計 上 の マ ー ジ ン を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 副 表 示 部 を 一 つ の フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 に 付 着 す る こ と に よ っ て 、 表 示 装 置
全 体 の 縦 方 向 の 大 き さ を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 主 表 示 部 の 上 側 に 副 表 示 部 を
付 着 し な い た め 、 副 表 示 部 に 信 号 を 伝 達 す る た め の 配 線 を 主 表 示 部 の 両 側 に 配 置 し な く て
よ い 。 従 っ て 、 表 示 装 置 全 体 の 横 方 向 の 大 き さ も 減 ら す こ と が で き 、 設 計 上 の マ ー ジ ン を
確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 明 ２ は 、 前 記 発 明 １ に お い て 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 は 、 内 部 に 切 開 さ れ た
所 定 領 域 を 含 み 、 前 記 第 ２ 結 合 部 は 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 の 前 記 所 定 領 域 の 一
部 に 付 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 発 明 ３ は 、 前 記 発 明 ２ に お い て 、 前 記 第 ２ 表 示 部 は 前 記 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 の 前
記 所 定 領 域 に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
　 発 明 ４ は 、 前 記 発 明 １ に お い て 、 前 記 第 １ 表 示 部 及 び 前 記 第 ２ 表 示 部 は 、 行 方 向 に 延 長
し 、 ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 す る 第 １ 表 示 信 号 線 と 、 列 方 向 に 延 長 し 、 デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る 第
２ 表 示 信 号 線 と 、 前 記 第 １ 表 示 信 号 線 及 び 前 記 第 ２ 表 示 信 号 線 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て い る
ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の 画 素 と 、 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 発 明 ５ は 、 前 記 発 明 ４ に お い て 、 前 記 ゲ ー ト 信 号 を 生 成 し て 前 記 第 １ 表 示 信 号 線 に 印 加
す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、 前 記 デ ー タ 信 号 を 生 成 し て 前 記 第 ２ 表 示 信 号 線 に 印 加 す る デ ー タ 駆
動 部 と 、 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 発 明 ６ は 、 前 記 発 明 ５ に お い て 、 前 記 第 １ 表 示 部 と 前 記 第 ２ 表 示 部 と を 駆 動 す る 駆 動 回
路 チ ッ プ を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
　 発 明 ７ は 、 前 記 発 明 ６ に お い て 、 前 記 駆 動 回 路 チ ッ プ は 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 及 び 前 記 デ
ー タ 駆 動 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 発 明 ８ は 、 前 記 発 明 ７ に お い て 、 前 記 駆 動 回 路 チ ッ プ は 、 前 記 第 １ 表 示 部 に 装 着 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
　 発 明 ９ は 、 前 記 発 明 ４ に お い て 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 多 結 晶 シ リ コ ン で 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 発 明 １ ０ は 、 前 記 発 明 ４ に お い て 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 非 晶 質 シ リ コ ン で 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
　 発 明 １ １ は 、 前 記 発 明 １ に お い て 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 は 、 前 記 第 １ 表 示 部
及 び 前 記 第 ２ 表 示 部 に 所 定 の 電 源 を 各 々 供 給 す る 第 １ 電 源 生 成 部 及 び 第 ２ 電 源 生 成 部 を 有
し て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 表 示 装 置 全 体 の 横 及 び 縦 の 大 き さ を 減 ら し 、 か つ 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印
刷 回 路 基 板 を 必 要 と し な い た め 原 価 を 節 約 す る こ と が で き る 。 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板
に 不 良 が あ る 場 合 、 主 表 示 部 及 び 副 表 示 部 か ら フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 外 し 、 主 表 示 部
及 び 副 表 示 部 は 再 び 利 用 す る こ と が で き 、 材 料 を 節 約 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常
の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 面 で 多 様 な 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 、 厚 さ を 拡 大 し て 示 し た 。 明 細 書 全 体
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に わ た っ て 類 似 な 部 分 に つ い て は 同 一 図 面 符 号 を 付 け た 。 層 、 膜 、 領 域 、 基 板 及 び 板 な ど
の 部 分 が 他 の 部 分 の “ 上 ” に あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の “ す ぐ 上 ” に あ る 場 合 だ け
で な く 、 そ の 中 間 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 逆 に 、 あ る 部 分 が 他 の 部 分 の “ す ぐ 上 ”
に あ る と す る 時 に は 中 間 に 他 の 部 分 が な い こ と を 意 味 す る 。
＜ 表 示 装 置 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 表 示 装 置 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実
施 例 に 係 る 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置
の 一 つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 表 示 装 置 の 概
略 図 で あ る 。
（ 表 示 装 置 の 構 造 ）
　 図 １ に よ る と 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 表 示 装 置 は 、 表 示 部 ３ ０ ０ と 、 表 示 部 ３ ０ ０ に
連 結 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ と 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 連 結 さ
れ た 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ と 、 こ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 表 示 部 ３ ０ ０ は 、 複 数 の 表 示 信 号 線 G 1 -G n 、 D 1 -D m と 、 こ れ に 連 結 さ れ て お り ほ ぼ 行 列 形
態 で 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 Pxと を 含 む 。
　 表 示 信 号 線 G 1 -G n 、 D 1 -D m は 、 ゲ ー ト 信 号 （ “ 走 査 信 号 ” と も 言 う ） を 伝 達 す る 複 数 の ゲ
ー ト 線 G 1 -G n と 、 デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 線 D 1 -D m と を 含 む 。 ゲ ー ト 線 G 1 -G n は 、 行 方
向 に 延 長 し て お り 、 互 い に 平 行 で あ る 。 デ ー タ 線 D 1 -D m は 、 列 方 向 に 延 長 し て お り 、 互 い
に 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 画 素 は 、 表 示 信 号 線 G 1 -G n 、 D 1 -D m に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qと こ れ に 連 結 さ れ
た 画 素 回 路 PXと を 含 む 。
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qは 、 制 御 端 子 、 入 力 端 子 及 び 出 力 端 子 を 含 む 三 端 子 素 子 で あ る 。 制
御 端 子 及 び 入 力 端 子 は 各 々 ゲ ー ト 線 G 1 -G n 及 び デ ー タ 線 D 1 -D m に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て い る 。
ま た 、 出 力 端 子 は 画 素 回 路 PXに 連 結 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qは 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
で あ り 、 多 結 晶 シ リ コ ン ま た は 非 晶 質 シ リ コ ン を 含 む 物 質 で 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 平 板 表 示 装 置 と し て 代 表 的 な 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 表 示 部 ３ ０ ０ は
、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ と 、 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ と 、 こ れ ら の 間 に 介 在 す る 液 晶 層 ３ と を 含 む 。
そ し て 、 表 示 信 号 線 G 1 -G n 、 D 1 -D m 及 び ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qは 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 備 え ら れ
て い る 。 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 回 路 PXは 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qに 並 列 に 連 結 さ れ た 液 晶 キ ャ
パ シ タ C L C 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T を 含 む 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T は 必 要 に 応 じ
て 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 設 け ら れ て い る 画 素 電 極 １ ９ ０ と 、 上 部 表
示 板 ２ ０ ０ に 設 け ら れ て い る 共 通 電 極 ２ ７ ０ と を 二 つ の 端 子 と し 、 二 つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２
７ ０ の 間 の 液 晶 層 ３ は 誘 電 体 と し て 機 能 す る 。 画 素 電 極 １ ９ ０ は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qに 連
結 さ れ て お り 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 全 面 に 形 成 さ れ て い て 共 通 電 圧 V c o m
の 印 加 を 受 け る 。 ま た 、 図 ２ と は 異 な り 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ が 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 備 え ら れ
る 場 合 も あ る 。 こ の 場 合 は 、 二 つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ が 全 て 線 状 ま た は 棒 状 に 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ は 下 部 表 示 板 １ ０ ０ よ り 小 さ い 。 こ の た め 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 一 部
領 域 は 露 出 さ れ 、 こ の 領 域 に デ ー タ 線 D 1 -D m が 伸 び て デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ と 連 結 さ れ る 。
　 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 備 え ら れ た 別 個 の 信 号 線 （ 図 示 せ ず
） と 画 素 電 極 １ ９ ０ と が 重 な っ て 形 成 さ れ て お り 、 こ の 別 個 の 信 号 線 に は 共 通 電 圧 V c o m な
ど の 決 め ら れ た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 ま た 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T は 、 画 素 電 極 １ ９ ０
と 、 絶 縁 体 を 媒 介 と し て 画 素 電 極 １ ９ ０ の す ぐ 上 に 位 置 す る 前 段 ゲ ー ト 線 と 重 な っ て 形 成
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さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 色 表 示 を 実 現 す る た め に は 各 画 素 が 色 相 を 表 示 し な け れ ば な ら な い が 、 こ れ は 画
素 電 極 １ ９ ０ に 対 応 す る 領 域 に 三 原 色 、 例 え ば 、 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ー
２ ３ ０ を 備 え る こ と に よ っ て 可 能 で あ る 。 図 ２ で カ ラ ー フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ は 上 部 表 示 板 ２
０ ０ に 形 成 さ れ て い る が 、 こ れ と は 異 な っ て 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ の 上 ま た
は 下 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 部 ３ ０ ０ の 二 枚 の 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ の う ち の 少 な く と も 一 つ の
外 側 面 に は 、 光 を 偏 光 さ せ る 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） が 付 着 さ れ て い る 。
（ フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ）
　 ま た 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 表 示 装 置 は 、 主 表 示 部 ３ ０ ０ Mと
副 表 示 部 ３ ０ ０ Sと の 二 つ の 表 示 部 を 有 し て い る 。 各 表 示 部 ３ ０ ０ M、 ３ ０ ０ Sは 、 表 示 領
域 ３ １ ０ M、 ３ １ ０ Sを 定 義 す る 黒 色 層 ３ ２ ０ M、 ３ ２ ０ Sを 含 ん で お り 、 画 素 及 び 表 示 信 号
線 G 1 -G n 、 D 1 -D m の ほ と ん ど は 表 示 領 域 ３ １ ０ M、 ３ １ ０ S内 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 主 表 示 部 ３ ０ ０ M及 び 副 表 示 部 ３ ０ ０ Sは 、 各 々 主 結 合 部 ６ ８ ０ Mと 副 結 合 部 ６ ８ ０ Sを 通
じ て 一 つ の フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ に 付 着 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 主 表 示 部 ３
０ ０ Mは 主 結 合 部 ６ ８ ０ Mを 通 じ て フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ の 一 辺 と 付 着 し て い る
。 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ は 、 内 部 を 矩 形 状 に 切 り 出 し た 切 開 部 ６ ９ ０ を
有 し て い る 。 副 表 示 部 ３ ０ ０ Sは 副 結 合 部 ６ ８ ０ Sを 通 じ て 、 こ の 切 開 部 ６ ９ ０ の 一 辺 と 付
着 し て い る 。 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ は ま た 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス フ レ キ シ ブ ル 印
刷 回 路 基 板 と も 呼 ば れ て お り 、 信 号 を 伝 達 す る た め の 配 線 （ 図 示 せ ず ） と そ の 端 部 に は パ
ッ ド （ 図 示 せ ず ） と を 有 し て い る 。 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ の 各 結 合 部 ６
８ ０ M、 ６ ８ ０ S及 び 各 表 示 部 ３ ０ ０ M、 ３ ０ ０ Sに は パ ッ ド が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ に は 、 主 表 示 部 ３ ０ ０ M及 び 副 表 示 部 ３ ０ ０ Sに
一 定 の 電 流 電 源 ま た は 電 圧 電 源 を 提 供 す る 電 源 提 供 部 ７ ５ ０ M、 ７ ５ ０ Sが 設 け ら れ て い る
。 電 源 提 供 部 ７ ５ ０ M、 ７ ５ ０ Sは 電 源 回 路 と 所 定 の 抵 抗 と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ の パ ッ ド 、 結 合 部 ６ ８ ０ M、 ６ ８ ０ Sの パ ッ ド 及 び 各 表
示 部 ３ ０ ０ M、 ３ ０ ０ Sの パ ッ ド を 互 い に 電 気 的 に 連 結 す る た め に 、 そ れ ぞ れ の パ ッ ド を ろ
う 付 け で 連 結 し た り 異 方 性 導 電 膜 を 使 用 し て 連 結 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 副 表 示 部 ３ ０ ０ Sを 一 つ の フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ に 付 着
す る こ と に よ っ て 、 表 示 装 置 全 体 の 縦 方 向 の 大 き さ を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、
主 表 示 部 ３ ０ ０ Mの 上 側 に 副 表 示 部 ３ ０ ０ Sを 付 着 し な い た め 、 副 表 示 部 ３ ０ ０ Sに 信 号 を
伝 達 す る た め の 配 線 を 主 表 示 部 ３ ０ ０ Mの 両 側 に 配 置 し な く て よ い 。 従 っ て 、 表 示 装 置 全
体 の 横 方 向 の 大 き さ も 減 ら す こ と が で き 、 設 計 上 の マ ー ジ ン を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 ２ つ 以 上 の フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 、 即 ち 、 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 を
使 用 し な い の で 、 補 助 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 に 対 す る 不 良 有 無 を 検 出 す る 必 要 が な い
。 １ つ の フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ は 結 合 部 ６ ８ ０ M、 ６ ８ ０ Sを 用 い て 付 着 す る の
で 、 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ が 不 良 で あ る 場 合 、 表 示 部 ３ ０ ０ M、 ３ ０ ０ Sか ら フ
レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ を 外 す こ と が で き る 。 従 っ て 、 表 示 部 ３ ０ ０ M、 ３ ０ ０ Sが
再 利 用 で き る た め 、 材 料 を 節 約 す る こ と が で き る 。
（ 統 合 チ ッ プ の 構 造 ）
　 こ こ で 、 再 び 図 １ を 参 照 す る 。 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 画 素 の 輝 度 に 関 係 す る 一 対 ま た
は 二 対 の 複 数 階 調 電 圧 を 生 成 す る 。 二 対 の 複 数 階 調 電 圧 で は 、 二 対 の う ち の 一 対 は 共 通 電
圧 V c o m に 対 し て 正 の 値 を 有 し 、 他 の 一 対 は 共 通 電 圧 V c o m に 対 し て 負 の 値 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 主 表 示 部 ３ ０ ０ の ゲ ー ト 線 G 1 -G n に 連 結 さ れ て お り 、 ス イ ッ チ ン
グ 素 子 Qを オ ン さ せ る ゲ ー ト オ ン 電 圧 V o n と ス イ ッ チ ン グ 素 子 Qを オ フ さ せ る ゲ ー ト オ フ 電
圧 V o f f と の 組 合 せ か ら な る ゲ ー ト 信 号 を ゲ ー ト 線 G 1 -G n に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 表 示 部 ３ ０ ０ の デ ー タ 線 D 1 -D m に 連 結 さ れ て お り 、 階 調 電 圧 生 成
部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 信 号 と し て 画 素 に 印 加 す る 。
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ な ど の 動 作 を 制 御 す る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 及 び 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０
０ は 、 図 ３ の 一 つ の 統 合 チ ッ プ ７ ０ ０ 内 に 集 積 さ れ て い る 。 統 合 チ ッ プ ７ ０ ０ は COG方 式
で 主 表 示 部 ３ ０ ０ Mに 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 統 合 チ ッ プ ７ ０ ０ は 、 連 結 部 ６ ６ ０ を 通 じ て 外 部 の MPU（ mobile processing unit） （
図 示 せ ず ） か ら 信 号 の 入 力 を 受 け る と こ の 信 号 を 処 理 し 、 処 理 し た 信 号 を フ レ キ シ ブ ル 印
刷 回 路 基 板 ６ ５ ０ に 設 け ら れ た 配 線 を 通 じ て 主 表 示 部 ３ ０ ０ M及 び 副 表 示 部 ３ ０ ０ Sに 供 給
す る 。
（ 表 示 動 作 ）
　 以 下 よ り 、 こ の よ う な 表 示 装 置 の 表 示 動 作 に つ い て さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 機 （ 図 示 せ ず ） か ら 入 力 映 像 信 号 R、 G、
B及 び そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 を 受 信 す る 。 こ こ で 、 入 力 信 号 は 、 例 え ば 、 垂 直
同 期 信 号 V s y n c と 水 平 同 期 信 号 H s y n c 、 メ イ ン ク ロ ッ ク MCLK、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEな ど
を 含 む 。 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 入 力 制 御 信 号 及 び 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bに 基 づ い て ゲ ー ト
制 御 信 号 CONT１ 及 び デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ な ど を 生 成 し 、 映 像 信 号 R、 G、 Bを 表 示 部 ３ ０
０ の 動 作 条 件 に 合 わ せ て 適 切 に 処 理 す る （ 映 像 信 号 DAT） 。 そ の 後 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は
、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 出 力 し 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ 及 び 処 理
し た 映 像 信 号 DATを デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 V o n の 出 力 開 始 を 指 示 す る 走 査 開 始 信 号 STV、
ゲ ー ト オ ン 電 圧 V o n の 出 力 時 期 を 制 御 す る ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 CPV及 び ゲ ー ト オ ン 電 圧 V o n
の 持 続 時 間 を 限 定 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEな ど を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ は 、 映 像 デ ー タ DATの 入 力 開 始 を 知 ら せ る 水 平 同 期 開 始 信 号 STH、
デ ー タ 線 D 1 -D m に 当 該 デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る こ と を 命 令 す る ロ ー ド 信 号 LOAD及 び デ ー タ ク
ロ ッ ク 信 号 HCLKを 含 む 。 図 ２ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 共 通 電 圧 V c o m に 対 す る デ ー タ
電 圧 の 極 性 （ 以 下 、 “ デ ー タ 電 圧 の 極 性 ” と 言 う ） を 反 転 さ せ る 反 転 信 号 RVSも 含 む こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ に 基 づ い て 一 行
の 画 素 に 対 応 す る 映 像 デ ー タ DATの 入 力 を 順 次 に 受 け る 。 そ し て 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は
、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ が 生 成 す る 階 調 電 圧 の 中 か ら 各 映 像 デ ー タ DATに 対 応 す る 階 調 電
圧 を 選 択 し て 映 像 デ ー タ DATを 当 該 デ ー タ 電 圧 に 変 換 し 、 こ れ を デ ー タ 線 D 1 -D m に 印 加 す る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ に 基 づ い て ゲ ー
ト オ ン 電 圧 V o n を ゲ ー ト 線 G 1 -G n に 印 加 し 、 こ の ゲ ー ト 線 G 1 -G n に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ
素 子 Qを オ ン さ せ る 。 デ ー タ 線 D 1 -D m に 供 給 さ れ た デ ー タ 電 圧 は 、 オ ン し た ス イ ッ チ ン グ 素
子 Qを 通 じ て 当 該 画 素 に 印 加 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 画 素 に 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 V c o m と の 差
は 、 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C の 充 電 電 圧 、 即 ち 、 画 素 電 圧 と し て 現 れ る 。 液 晶 分 子 は 画 素 電 圧
の 大 き さ に よ っ て そ の 配 列 を 変 え る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 層 ３ を 通 過 す る 光 の 偏 光 が 変 化 す
る 。 こ の よ う な 偏 光 の 変 化 は 、 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に 付 着 さ れ た 偏 光 子 に よ っ て 光 の 透
過 率 の 変 化 に 現 れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 水 平 周 期 （ ま た は “ １ H” ： 水 平 同 期 信 号 H s y n c 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DE、 ゲ ー ト ク
ロ ッ ク CPVの 一 周 期 ） が 終 わ る と 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 及 び ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 次 の 行
の 画 素 に 対 し て 同 一 動 作 を 繰 り 返 す 。 こ の よ う な 方 式 で 、 １ フ レ ー ム の 間 に 全 て の ゲ ー ト
線 G 1 -G n に 対 し て 順 次 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 V o n を 印 加 し 、 全 て の 画 素 に デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る
。 図 ２ に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 特 に １ フ レ ー ム が 終 わ る と 次 の フ レ ー ム が 始 ま り 、
各 画 素 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 直 前 フ レ ー ム に お け る 極 性 と 反 対 に な る よ う に 、
デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 印 加 さ れ る 反 転 信 号 RVSの 状 態 が 制 御 さ れ る （ “ フ レ ー ム 反 転 ” ）
。 こ の 場 合 、 １ フ レ ー ム 内 で も 、 反 転 信 号 RVSの 特 性 に よ っ て 一 つ の デ ー タ 線 を 通 じ て 流
れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 変 わ っ た り （ 例 :“ 行 反 転 ” 、 “ 点 反 転 ” ） 、 一 つ の 画 素 行 に 印
加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 も 互 い に 異 な る こ と が あ る （ 例 :“ 列 反 転 ” 、 “ 点 反 転 ” ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 つ の チ ッ プ で 主 表 示 部 ３ ０ ０ Mと 副 表 示 部 ３ ０ ０ Sと を 駆 動 す る と 、 電 力 消 費 が 増 加 す
る こ と が あ る 。 し か し な が ら こ の 場 合 、 １ つ の チ ッ プ で 主 表 示 部 ３ ０ ０ Mと 副 表 示 部 ３ ０
０ Sと を 交 互 に 駆 動 す る こ と に よ り 、 電 力 消 費 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 交 互 に 駆 動 す
る 方 法 と し て は 、 各 表 示 部 ３ ０ ０ M、 ３ ０ ０ Sに 伝 送 ゲ ー ト の よ う な ス イ ッ チ ン グ 素 子 を お
い て ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン ／ オ フ す る た め の 制 御 信 号 を 印 加 し た り 、 ゲ ー ト 信 号 を 交 互
に 印 加 す る な ど の 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 は こ れ に
限 定 さ れ ず 、 請 求 範 囲 で 定 義 し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し た 当 業 者 の 多 様 な 変 形 及
び 改 良 形 態 も 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 表 示 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
３ 　 液 晶 層
１ ０ ０ 　 下 部 表 示 板
１ ９ ０ 　 画 素 電 極
２ ０ ０ 　 上 部 表 示 板
２ ７ ０ 　 共 通 電 極
３ ０ ０ 　 表 示 部
３ １ ０ M、 ３ １ ０ S  表 示 領 域
３ ２ ０ M、 ３ ２ ０ Ｓ 　 黒 色 層
４ ０ ０ 　 ゲ ー ト 駆 動 部
５ ０ ０ 　 デ ー タ 駆 動 部
６ ０ ０ 　 信 号 制 御 部
６ ５ ０ 　 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 基 板
６ ６ ０ 　 連 結 部
６ ８ ０ M  主 結 合 部
６ ８ ０ S  副 結 合 部
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６ ９ ０ 　 切 開 部
７ ０ ０ 　 統 合 チ ッ プ
７ ５ ０ M、 ７ ５ ０ S  電 源 提 供 部
８ ０ ０ 　 階 調 電 圧 生 成 部
C L C 　 液 晶 キ ャ パ シ タ
C S T 　 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ
CPV  ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号
CONT１ 　 ゲ ー ト 制 御 信 号
CONT２ 　 デ ー タ 制 御 信 号
DAT  映 像 信 号
D 1 -D m 、 G 1 -G n 　 表 示 信 号 線
H s y n c 　 水 平 同 期 信 号
MCLK　 メ イ ン ク ロ ッ ク
PX　 画 素 回 路
Q  ス イ ッ チ ン グ 素 子
RVS  反 転 信 号
STV  走 査 開 示 信 号
V c o m 　 共 通 電 圧
V o n 　 ゲ ー ト オ ン 電 圧
V o f f 　 ゲ ー ト オ フ 電 圧
V s y n c 　 垂 直 同 期 信 号
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【 図 ３ 】
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